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支えてもらう側から支える側へ
「車いすの元気配達人」

柳岡　克子（会員番号 CDA140068）

重度の障害がありながらも、大学卒業後に学習塾
の先生を経て、総合学習センター柳岡塾を設立した
柳岡さん。教え子の話を聴くなかで相談業務の仕事
をめざし、キャリアカウンセラー資格を取得。障害
者卓球でパラリンピックをめざした経験をもち、講
演プラスワークショップというオリジナルのCDA
活動を展開する柳岡さんに、これまでのキャリア、
活動の内容をうかがった。

——CDA資格を取ろうと思ったきっかけは何
ですか？。

塾の教え子が「失業した」とやってきたこ
とです。20数年進学指導をしてきて、その子
らに合った高校なり大学なりへ導いて、合格
を喜び合ったはずなのに、その後どういった
ところに就職し、どうしているかあまり知り
ませんでした。きっとうまくいっているだろ
うと思っていたのに、一人、二人と地元へ帰
ってきて、「何か仕事ない？」というのです。
親の介護で仕方なく故郷へ帰る人もいますが、
まだそんな年齢でもなく、都会で就職できた
ことを喜んでいました。にもかかわらず、「辞
めてきた」と。私は、久しぶりの再会を喜
ぶ間もなく話を聴くことにしました。いろい

ろ話を聴いているうちに、仕事を決める時に
本当にやりたいことを考える間もなく就職し
てしまっていることがわかりました。たくさ
んの企業に願書を出し、手当たり次第に面接
し、マニュアル通りの受け答えで合格し、そ
の会社が自分にとって本当にやりたい仕事の
場所なのかもわからないままに、とにかく内
定をもらうことで安心し、それ以後は卒業ま
で遊びに明け暮れ大学生活を謳歌していまし
た。入社したら上司とのコミュニケーションも
うまくいかず、仕事も自分に合わないと勝手
に思い込み、相談する仲間にも恵まれず、彼
氏や彼女にあたりちらし別れてしまい、田舎
に帰ってきた、というのです。もう塾を卒業
してしまったとはいえ、長い間関わってきた
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ものとして、何とかしたいと思いました。し
かし、私には、勉強は教えられても、相談の
プロではありません。仕事を見つけてきても
その子に合うかどうか、続けられるかどうか
わかりません。私もその子にぴったりの仕事
を探せる支援ができればいいなと思っていま
した。そんな時ファイナンシャルプランナーの
研修会で知り合った友達に、キャリアカウンセ
ラーという資格があると教えてもらいました。
すぐにインターネットで調べて、私が学びたい
と思っていたことを習える資格だとわかりま
した。でも通学が大阪で、車いすの私には難
しいと思いました。そこであきらめないのが
私です。エレベーターのない御坊駅に電話し
てリフトを使って線路を、階段を使わないで
渡してもらえることになりました。それから
毎週土曜日に車いすで朝５時代の始発に乗っ
て大阪駅の近くのビルで芦田先生の講座を受
けることになったのです。講座終了後の自主
研修にも参加し１次試験に合格。２次試験は何
度か失敗しましたが、何とか合格することが

できました。

——どういった理由で「キャリア
コンサルタント」をお仕事として
選ばれましたか？

私は、生まれつき手足に障害が
あって歩くのが不自由です。しか
し、神戸の薬学部を卒業しました。
卒業したものの障害のある体では
なかなか就職ができませんでし
た。そこで高校時代通っていた学
習塾でお世話になり、先生という
仕事をしていました。その後、独
立し塾をしていた時、少しの時間

薬局でアルバイトをしたのです。レジのパート
さんといろいろ話をして仲良くなると、「実は
辞めたい」という相談を持ちかけられ、聴い
ていました。でも私には引き留めることがで
きませんでした。私も立ち仕事が肉体的に辛
く私も辞めたかったからです。座ってできる
仕事に就きたいという気持ちが強くなってい
ました。そんな時CDAの試験に合格し、今ま
での経験を活かした相談業務を仕事にしたい
と思い、学校などに営業に行きました。まず
は、私の生い立ちを聴いてもらうことで障害
者への理解を深める人権についての研修の中
で、パラリンピックをめざし障害者卓球をして
きたことなどを話しました。そして障害者が
世間で認めてもらうためには資格を取ること
が必要だと気付き、ファイナンシャルプランナ
ーや宅地建物取引主任者や行政書士、ケアマ
ネージャなどの資格取得にチャレンジしたこと
を話しました。「障害がある私に頑張れること
が健常者の皆さんにできないことはない。し
っかり自分自身を見つめ、多くの人に役に立
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てる仕事を見つけて下さい」と心
をこめて話しました。それがきっ
かけとなって、あちこちの高校で
講演プラスワークショップという
私のオリジナルの CDA 活動が始
まったのです。

——CDA養成講座やCDA資格取
得によって、何か得ることや変化
はありましたか？

学習塾を経営してきて、生徒を
高校や大学に合格させることが目
標でした。しかし、その学校を決
めた時、本人の気持ちがどれぐら
い入っていただろうかと振り返ると、親の意
向や成績で決めていたような気がします。養
成講座では、本人の考えに沿ったアドバイス
や本人の考えを引き出すことが重要でした。
こちらの考えを押し付けたり、「あなたの成績
ではこっち」と他の選択肢を与えなかったり
しました。それが本人の気持ちを全く考えて
いなくても。これでは、きちんとしたアドバイ
スや進路指導はできないと思いました。その
気付きが資格取得につながり、改めることで
今多くの人から信頼されるCDAとなれたので
す。技術的なことはもちろん、人との接し方
やコミュニケーション能力も向上したと思い
ますし、きちんと人の話を傾聴する姿勢が身
についてきたように思います。

——このお仕事を行うにあたって、「心構え」
や「モットー」「自分に言い聞かせていること」
などはありますか？

学校教育は、人格形成、人間形成、全人的
な教育を担う場です。“世の中にいっぱいいろ

んな仕事がある” というようなことについて、
充分な理解をさせ、子どもたち一人ひとりが
自分の個性や能力を自分で発見し、どのよう
により良く生きていくか、またどんな仕事を
自分が選んでいけばいいのかということにつ
いての基本的な指導が必要なのです。

講演では、「あなたの命はかけがえのないた
った一つのものだから大切にしよう」とか「何
のために勉強するのか、を真剣に考えましょ
う」と話していますが、具体的にワークシー
トに記入してもらい自分自身を見つめ直して
もらうということから導入してもらいました。

小さい頃なりたかった職業は何ですか？••
今、あなたの夢は何ですか？••
今、あなたが夢中になっているものは何で••
すか？
自分が幸せだなと感じる場面、状況、内容••
を書いてください。
どういう時に達成感を感じますか？••
ほめられてうれしかった想い出を書いてく••
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ださい。
今までで一番がんばったと思うことは何で••
すか？
自分はどんな職業に向いていると思います••
か？
うれしい時、喜びをだれに話したいですか？••
何のために仕事をすると思いますか？••
あなたにとってお金とは何ですか？••
お金で買えないと思うものをあげてください。••
尊敬する人をあげて、その人のどういうと••
ころを尊敬しているのか書いてください。
あなたが「社会のために役に立っているな」••
と思う職業をあげてください。
自分の長所をあげてください。••
周りの人はあなたをどう思っていると思い••
ますか？
学生と社会人の違いをあげてください。••
自立とは何だと思いますか？••

このような質問に答えていくうちに、今ま
でじっくり考えてこなかったことや自分自身
について真剣に考えるきっかけになればと思
います。一人ひとり違ってあたりまえで正し
い答えはありません。

次のワークはかかわっている人をあげても
らいました。

ごはんを食べるまでにかかわったと思う人••
をあげてください。
ソックスを履くまでにかかわったと思う人を••
あげてください。
おなかが痛くて病院で検査をして薬をもら••
うまでにかかわったと思う人をあげてください。
レンタルショップでDVDを借りて歌手のコン••
サートを見るまでにかかわったと思う人をあ

げてください。

このワークをすることで衣食住さまざまな
人が自分の身の回りでかかわっていることに
改めて気づくのです。

３回目のワークは具体的な職業についての
知識を探ります。

公務員といわれる仕事をあげてください。••
自営業の良いと思うところをあげてください。••
サラリーマンの良いと思うところをあげてく••
ださい。
資格を活かして働いているなと思う職業を••
あげてください。

わが塾では授業のあいまにこのようなワー
クをしながら学習意欲を高めています。この
手法でコーディネートしてほしいと５回ぐらい
の講座を頼まれることもあります。今回の高
校では職業人を学校に招き仕事の話をしても
らうカリキュラムを作っていく計画だそうで
す。著名な方に交じって私もお話させてもら
うことになったわけですが、わが塾で作成し
たこのワークシートをもとに話を進めていき
ます。

次の段階として、生徒がグループで職場訪
問をします。訪問前の事前学習では、「あいさ
つ」「身だしなみ」「礼儀作法」「聞きたいこと・
見たいこと」を整理させ、目的を持って参加
することを指導します。事後には、単なる感想
ではなく「新しく学んだこと」「参加する前と
後での変化」など具体的に書いてもらいます。
最後に、保護者や企業・NPO・地域の人々と
の意見交換会なども提案していきたいです。
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——このお仕事を行っている中で、課題、悩
み、抱負、喜びといったものの一端を、差し
支えのない範囲でお聴かせ下さい。

さまざまな職業について知り、体験するこ
とによって自分は何をしたいか、何に向いて
いるかをしっかり考えて将来に対する目標を
持ちます。目標が持てたら、目標に向かって
がんばることができるのです。多くの子ども
たちの教育にかかわってきたものとして、一
人ひとりに生きる力をつけてもらい、これか
らの子どもたちの夢や希望の実現へのお手伝
いができれば幸いです。

——今後のお仕事の展望について、お聴かせ
下さい。

 「支えてもらう側から支える側へ」今まで
世間では、障害者は支えられる側だと思われ
ていました。しかし、私のようにさまざまな
資格にチャレンジし、堂々と社会の役に立つ
ことができることを多くの方に知っていただ
き、健常者の相談に乗るという支える側にな
れるということを知っていただきたいのです。
障害のある仲間にもこの資格を知ってもらい、

「座ってできるよ」と伝えたいです。きっと人
の心の痛みがわかるCDAになれることと思い
ます。現在は講演活動を中心に全国を走り回
っています。少しずつですがCDAという資格

の認知が広がってきたように思います。リー
マンショックや東日本大震災の影響で失業者
も増え、自信を失っている方も多いと思いま
す。そんな時CDAは役に立てるのです。誰か
のために役に立てる仕事としてこれから注目
され社会的にも大きく貢献していく資格とな
ることでしょう。

これからも前向きに生きる障害者として
CDAの資格を活かした相談に乗っていきたい
と思います。どちらでも出向いて行かせてい
ただきますので、ご連絡ください。
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CDA資格取得後は、高校や中学校でキャリア支援
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